
主催　がんプロ「高度医療を先導するがん医療人養成」　　参加機関　京都大学・三重大学・滋賀医科大学・大阪医科薬科大学・京都薬科大学

【連絡先】　京都大学がんプロ事務局　 060ganpro@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

令和4年度55大学連携医療フォーラム大学連携医療フォーラム
ペイシェント・ジャーニーを考慮したがん治療
連携大学間の取組事業の一環として、各大学が持つがん患者会等のネットワークを活用し、がん
患者や家族の視点からの声を吸い上げ、包括的なケアに向けてのがん医療教育を考えていくため、
がん患者、患者家族、患者会、医療従事者、その他関係者でのフォーラムを開催します。

【総合司会】京都大学大学院 医学研究科 教授　溝脇　尚志
14：00「開会挨拶」 武藤　　学（京都大学大学院 医学研究科 腫瘍薬物治療学 教授）

14：05「第Ⅰ部 各大学の取組と展望」 各大学コーディネーター

14：30「第Ⅱ部 特別講演」 武内　　務（NPO法人腺友倶楽部（前立腺がん患者・家族の会）理事長）
髙木健二郎（一般社団法人 食道がんサバイバーズシェアリングス 代表理事）

15：30「第Ⅲ部 ディスカッション」 特別講演　登壇者 2名・履修生・他

16：00「閉会挨拶」 溝脇　尚志（京都大学大学院 医学研究科 放射線腫瘍学・画像応用治療学 教授）

申込み
締切日
10/31㈪

「ペイシェントジャーニー」とは、日本語に直訳すると「患者の旅」と言う意味ですが、
患者が病気を認知し、医療機関で診断・治療を進めていくプロセスです。ペイシェント
ジャーニーは、以下の5つの段階に分けられます。

『認知』『情報収集』『受診・診断』『治療』『支援』
今回のフォーラムでは、これらの各段階で患者さんがどのように感じ・考え・行動する
のか、また、各段階で問題点と考えられることやそれらをどのように改善することが
望ましいかについて議論を深めていきます。

令和4年11月2日（水）14：00～16：00
オンライン開催（Zoom利用による

Web配信 ）お申込みはこちらのフォームから！
https://forms.gle/qX7MopmZxyQ8Xpza9



【連絡先】　京都大学がんプロ事務局　 060ganpro@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

総合司会 溝脇　尚志 京都大学大学院　医学研究科　放射線腫瘍学・画像応用治療学　教授

開会の挨拶(14：00) 武藤　　学 京都大学大学院　医学研究科　腫瘍薬物治療学　教授

【第Ⅰ部】各大学の取組と展望(14：05) 各大学からの報告
司会 武藤　　学 京都大学大学院　医学研究科　腫瘍薬物治療学　教授

発表者 溝脇　尚志 京都大学大学院　医学研究科　放射線腫瘍学・画像応用治療学　教授

発表者 野本　由人 三重大学大学院　医学系研究科　先進がん治療学　教授

発表者 醍醐弥太郎 滋賀医科大学　臨床腫瘍学講座　教授

発表者 藤阪　保仁 大阪医科薬科大学　内科学講座腫瘍内科学　教授

発表者 中田　徹男 京都薬科大学　臨床薬理学分野　教授

【第Ⅱ部】特別講演(14：30) 「前立腺がん病歴18年を振り返って」
講演者 武内　　務 NPO法人腺友倶楽部(前立腺がん患者･家族の会)　理事長  

司会 水野　聡朗 三重大学　医学部附属病院　腫瘍内科/がんセンター　センター長

「ペイシェントジャーニーは先入観を生まないのか」
講演者 髙木健二郎 一般社団法人　食道がんサバイバーズシェアリングス　代表理事

司会 武藤　　学 京都大学大学院　医学研究科　腫瘍薬物治療学　教授

― 休憩(10分)―  

【第Ⅲ部】ディスカッション(15：30) 司会 武藤　　学 京都大学大学院　医学研究科　腫瘍薬物治療学　教授

司会 溝脇　尚志 京都大学大学院　医学研究科　放射線腫瘍学・画像応用治療学　教授

特別講演者 武内　　務 NPO法人腺友倶楽部(前立腺がん患者･家族の会)　理事長  

特別講演者 髙木健二郎 一般社団法人　食道がんサバイバーズシェアリングス　代表理事

パネリスト 谷　　眞至 滋賀医科大学　外科学講座（消化器・乳腺・小児・一般外科 ）　教授

パネリスト 藤阪　保仁 大阪医科薬科大学　内科学講座腫瘍内科学　教授

パネリスト 豕瀬　　諒 京都薬科大学　臨床薬剤疫学分野　助教

パネリスト 稲生　浩之 京都大学大学院　医学研究科　放射線腫瘍学・画像応用治療学　4年

パネリスト 二村　　涼 三重大学大学院　医学系研究科　生命医科学専攻産科婦人科学分野　４年

パネリスト 新田　信人 滋賀医科大学　医学系研究科　医学専攻　３年

パネリスト 杉山　雄輝 京都薬科大学大学院　薬学研究科　薬学専攻　４年

閉会の挨拶(16:00) 溝脇　尚志 京都大学大学院　医学研究科　放射線腫瘍学・画像応用治療学　教授

令和4年度 5大学連携医療フォーラム
ペイシェント・ジャーニーを考慮したがん治療

― プログラム ―


